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　山ガールほどではないが、釣りガールも
少しずつ増えてきた。山に比べて釣りは女
性には敷居が高い。
　まわりは魚臭い男ばかりである。釣り具
店へは一人で行きにくい。しかも女性向け
のファッションは皆無である。女性が（と
くに若い）釣り場に行こうものなら、頼み
もしないのに、撒き餌に集まるようにオジ
サンたちが寄ってくる。
　魚は生臭いし、さばけばまな板は血だら
けになる。餌は気持ち悪いうえに、男の目
があるのでトイレに困る。山に行けばゾ
ゾォと鳥肌のたつ虫だらけ。
キャー！　ヘビ。　ヒッ！　ヒル。　
そんな釣りのどこが面白いの、というのが
あらかたの女性の思いである。それでも
やってみたい女性は多いはずだ。しかし、
釣りを始めるきっかけがまずない。これは
男も同じである。きっかけさえあれば釣り
にはまる女性も少なくないだろう。釣りイ
ベントや講習会は貴重な機会である。

　多くの家庭で女性が経済を握っている。
経済的にみたら女性は釣りは無駄な遊びと
思うに違いない。
「なんであんなに時間とお金をかけて釣り
になんか行くの。そのお金があればスー
パーで食べきれないくらい買えるのに。そ
んなにお金をかけても、なかには釣った魚
を逃がしてくる人がいるなんて信じられな
い。もったいない」

「いやいや深山幽谷に分け入り、狙った魚
をキャッチしたときの喜びは格別で、男の
ロマンなんだ。遊んでくれてありがとう、
と自然に出てしまうんだな。食べようなん
て思わなくなるよ」
「あっ、そうなの。それが男のロマン？　
好きにしたら。 女のロマンはマロン。マロ
ンケーキよ。ああ、モンブラン食べたい」

　いろいろな釣りがある。お膳立てされて
いる釣りと、自己判断の釣りに分けること
ができる。お膳立ての代表は船長の指示に
従えば釣れる船釣りである。それに比べて
テンカラは天候、水況、水温など千変万化
する状況を判断し、ポイントを考え、キャ
スティングし・・・それらを手助けなく、
すべて自分でしなければならない。しかも
源流から渓流、本流があり、どこも危険が
一杯である。昨日釣れたのに今日はなぜ？　
魚の気持ちはわからない。地理的条件が渓
流ごとに違い、人知が及ばず、コントロー
ルできない複雑な条件のなかで、偽ものの
餌（毛バリ）で釣ろうとするのがテンカラ
である。奥が深いと言われる由縁である。

　そんなテンカラを楽しむ女性が少しずつ
増えてきた。数少ないなかの一人がAkiさ
んである。Akiさんは2022年からテンカラ
を始めた。小さな頃から虫が大好き。もと
もと虫や生き物で遊ぶインドア派だった
が、結婚相手の趣味が釣りだった。おのず
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と釣りに関心を持つようになり、やがて渓
流釣りにテンカラという毛バリ釣りがある
ことを知る。パートナーはルアーがメイン
だが、なぜかルアーではなくテンカラに
なった。リールやルアーを買うお金がな
かったからと言うが、ロッド、リール、ル
アーのタックルシステムが複雑で難しく思
えたようだ。
　ある日の登山のとき、ふと渓流に目が
いった。いる！淵尻に魚が。あれはアマ
ゴ？イワナ？そのとき、テンカラならザッ
クから仕掛けを出してすぐ釣りができると
思った。そこからYouTubeやDVDを見て、
拙書『超明快レベルラインテンカラ』（つ
り人社）でテンカラの知識を得た。
私との初めての出会いは2023年春の芝川
テンカラ交流会に夫婦で参加したときであ
る。このときAkiさんから、うまくなりた
いので教えてほしいと請われた。意欲ある
Akiさんなら教え甲斐がありそうだ。その
後、2回、テンカラの基本をレクチャーし
た。パーソナルな釣りでは教えられたこと
を確認し、復習する意識でお願いした。そ
の甲斐があり、今ではポイントの見方、
キャスティング、合わせ、取り込みの一連
がそれなりにできるようになった。もうそ
れほどアドバイスはいらない。これからは
魚が先生である。

　女性は複雑なシステムを苦手とする傾向
がある。これは男と女の生来の違いにある

は上達に至るまでの、うまくできない過程
が省かれていることが多い。しかし、この
冊子は「下から目線」で書かれている。
まったくの初心者が、何もわからなかった
状態から経験を積んである程度できるよう
になる過程である。うまくなるにはAkiさ
んと同じような過程を経るので、これから
始めようとする人、すでに始めた人には最
適である。渓流のルールやマナー、さら
に誰もが一度は経験するトラブルをわか
りやすく知ることができる。キャスティ
ングの前に、初心者がおろそかにするア
プローチや射程距離がくわえて重要であ
ること、アタリの取り方などが同時体験
的に理解できるだろう。

　虫や草花など自然に詳しいAkiさんは、
自然との関わりのなかにテンカラをおいて
いる。魚も自然の一部である。テンカラほ
ど自然を観察し、自然に教えられる釣りは
ないかもしれない。雪ヤナギが咲いた。桜
も咲いた。そろそろあの渓流のアマゴは出
る。藤の花が咲けばテンカラのベストシー
ズンだ。春の水の冷たさを、5月の緑の風
を感じ、空気の湿り気から大物の活性を予
感する。青空と夏雲の下のイワナ。命の躍
動も早い秋の訪れで・・・季節のうつろい
とともにテンカラはある。私の場合は虫で
ある。虫はいろいろ教えてくれる。
　あ！ハッチだ。ミツバチハッチ？虫が飛び
出した。羽化だ！うかうかしていられない。

ように思う。男の子は小さいころから金
属、機械、シムテムに強い反応を示す。
リールのついた竿とのべ竿が並んでいた
ら、男の子はリールつきの竿を手にとる。
女の子はのべ竿である。社会的な理由によ
るのではなく、うまれつきの違いがそうさ
せている。男の子の最初の釣りがルアー、
大人でもルアーが多いのはそのような理由
にあると思う。
　テンカラは女性に向いている。ミミズは
臭い。ミミズを触った手でおにぎりは無
理。もぞもぞした川虫はエイリアンみたい
で怖い。ブドウ虫は気持ち悪い。フライは
システムが複雑。でもテンカラは餌を使わ
ないし、仕掛けはシンプルである。キャス
ティングもそれほど難しいものではない。
毛バリはそれらしく巻けば十分で、オリジ
ナルな毛バリを巻く楽しみもある。なによ
りお金がかからないのはうれしい。

　最初は誰もが初心者である。この冊子
は初心者がステップアップし、ある程度
釣れるようになる過程と出来事をイラス
トと手書きで紹介したものである。私も
いくつかテンカラの教科書的な本を書い
たが、これからテンカラを始める人、ス
テップアップしたい人に向けて、こうす
ればいい、こうすればできると「上から
目線」で書いている。こうすればいいと
言っても、どこが悪いのか、悪いところも
わからないのが初心者であるが、教科書に

セミも教えてくれる。
春ゼミがジィ（爺）、ジィ（爺）。
呼んでるな
今日は釣れそう？　カナカナとヒグラシ
魚はいる？　ミーン、ミーン
バラした！　ツクツクオーシィ
尺ものキャッチ！　
クマゼミがシャン、シャン、シャンと拍手
トンボも。秋はどうかね？　アキアカンネ

　この冊子を特に女性に勧めたい。トイレ
の問題、虫だらけ、危険が一杯の渓流は女
性にはハンディであるが、そんな渓流には
夢（ロマン）が一杯つまっている。この釣
りを始めると誰もが夢をみる。1匹釣りた
い、たくさん釣りたい、もっと大きな魚
を、もっと綺麗な魚を釣りたい。そんな夢
をテンカラで追い求めることができる。マ
ロンも日々の暮らしの楽しみであるが、ロ
マンもまた人生を豊かにする。一人でも多
くの人が、また女性がテンカラの面白さに
触れ、楽しんでくれればと思っている。




